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年
齢
を
重
ね

月
日
の
流
れ
を

早
く
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
一

年
間
の
労
働
組

合
活
動
を
振
り

返
る
と
長
く
大
変
な
も
の
で

し
た
▼
橋
下
知
事
が
就
任
し

て
一
年
を
迎
え
ま
す
。「
大

阪
維
新
プ
ロ
グ
ラ
ム（
案
）」

で
府
民
施
策
を
削
減
、
来
年

度
は
よ
り
い
っ
そ
う
削
減
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
職
員
に
対
し
て
は
、「
朝
礼

問
題
」
に
端
を
発
し
た
府
施

設
敷
地
内
の
喫
煙
禁
止
（
個

人
的
に
は
賛
成
）
と
休
息
時

間
の
廃
止
、
国
際
児
童
文
学

館
「
隠
し
撮
り
」
問
題
等
の

監
視
強
化
、
マ
ス
コ
ミ
先
行

で
職
員
無
視
、
そ
し
て
私
た

ち
の
生
活
を
追
い
詰
め
る
賃

金
の
大
幅
カ
ッ
ト
▼
連
続
し

た「
攻
撃
」に
労
働
組
合
活
動

は「
毎
日
が
闘
争
」の
よ
う
な

状
態
で
組
合
員
、
役
員
の
力

が
結
集
さ
れ
ま
し
た
▼「
知

事
の
資
質
」が
問
わ
れ
る
言

動
を
繰
り
返
し
た
橋
下
知

事
。
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
が
就

任
一
年
の
成
果
は
「
府
民
の

府
政
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た

こ
と
だ
」と
。知
事
の
支
持
率

が
先
日
報
道
さ
れ
ま
し
た
が

そ
の
高
さ
に
び
っ
く
り
！

「
関
心
が
高
い
」に
も
関
わ
ら

ず
…
。マ
ス
コ
ミ
受
け
す
る

知
事
の
言
動
が
逆
に
支
持
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
？
▼

府
民
は
「
生
活
を
守
る
」
府

政
を
望
ん
で
い
ま
す
。
労
働

組
合
が
力
を
発
揮
し
て
、府

民
宣
伝･

共
同
し
た
取
り
組

み
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
闘
い

は
長
く
大
変
で
す
。 

（
Ｋ
）

「潰すな大阪！「潰すな大阪！
 みんな集まろ２・12」 みんな集まろ２・12」

と　き　2009年２月12日（木）
　　　　18時開場 18時30分開演
ところ　府立青少年会館文化ホール
主　催　「大阪を潰すな！２・12
　　　　府民大集合」実行委員会

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
平
井
委

員
長
は
「
派
遣
切
り
が
社
会
問

題
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
構
造

改
革
、
規
制
緩
和
の
流
れ
が
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今
こ
そ

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
や
橋
下

『
行
革
』
撤
回
に
向
け
、
官
民

共
同
、
府
民
共
同
の
取
り
組
み

に
全
力
を
あ
げ
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
、「
九
条

の
会
・
お
お
さ
か
」
の
事
務
局

長
で
も
あ
る
吉
田
栄
司
さ
ん
か

ら
「
９
条
守
れ
の
壮
大
な
う
ね

り
を
大
阪
か
ら
」
と
題
し
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
国
憲

法
が
全
体
主
義
に
対
抗
し
た
連

合
諸
国
の
意
思
を
背
景
に
し

て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
20
世
紀
前
半
の

世
界
憲
法
史
的
発
展
の
最
先
端

を
21
世
紀
を
先
取
り
す
る
形
で

原
案
を
提
示
し
た
こ
と
や
憲
法

公
布
時
の
世
論

調
査
で
は
圧
倒

的
に
支
持
さ
れ

た
こ
と
な
ど
制

定
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
と
も

に
、
憲
法
制
定

後
す
ぐ
に
日
米

政
財
界
の
日
本

再
軍
備
の
意
向

に
よ
り
９
条
改

正
が
目
論
ま
れ

与
党
が
改
憲
、

野
党
が
護
憲
と

い
う
構
図
に
な

っ
た
こ
と
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
憲

法
と
は
国
民
の

権
利
の
体
系
で
あ
り
、
公
務
員

の
義
務
の
体
系
で
あ
る
」「
憲

法
と
は
守
る
べ
き
も
の
で
は
な

く
実
現
す
る
も
の
。
９
条
は
輝

か
す
べ
き
も
の
」
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

府
職
労

府
職
労  

新
春
の
つ
ど
い

新
春
の
つ
ど
い

　

１
月
８
日
、
府
職
労
は
新
別
館
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て「
新
春
の
つ
ど
い
」を
開

催
し
ま
し
た
。
関
西
大
学
法
学
部
教
授
吉

田
栄
司
さ
ん
を
招
き
、
府
庁
う
た
ご
え
合

唱
団
の
さ
わ
や
か
な
歌
声
で
開
幕
し
た
つ

ど
い
に
は
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

府
労
組
連
は
１
月
27
日
、

年
末
に
提
案
さ
れ
た
「
病
休

･

休
職
制
度
の
見
直
し
」「
昇

給
日
前
一
年
間
の
相
当
期
間

を
勤
務
し
て
い
な
い
職
員
の

昇
給
及
び
復
職
調
整
の
取
り

扱
い
」
に
つ
い
て
、
第
２
回

団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
局
提
案
は
、
必
要
な
療

養
や
職
場
復
帰
を
困
難
に

し
、
現
在
疾
病
等
で
休
ん
で

い
る
人
だ
け
で
な
く
、
職
員

全
体
に
、
失
職
・
退
職
の
不

安
を
与
え
、「
療
養
に
専
念

さ
せ
る
」
と
い
う
病
気
休
暇

の
本
来
の
目
的
を
阻
害
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
大
阪
府

を
解
体
し
道
州
制
を
め
ざ
す

「
大
阪
維
新
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
案
）」
に
基
づ
く
新
た
な

人
件
費
削
減
攻
撃
で
す
。

　

職
場
で
は
、「
財
プ
ロ
」

等
に
よ
る
大
幅
な
人
員
削
減

が
繰
り
返
さ
れ
、
業
務
量
に

見
合
っ
た
適
正
な
人
員
配
置

が
さ
れ
ず
、
長
時
間
過
密
労

働
が
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
で
の
病

休
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

府
労
組
連
は
、
当
局
提
案

の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

て
、
そ
の
撤
回
を
求
め
る
と

と
も
に
、
使
用
者
と
し
て
職

員
の
健
康
と
安
全
を
守
る
こ

と
、
特
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
拡
充
を
要
求
し
、
討

議
資
料
の
作
成
、
職
場
決
議

な
ど
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

団
体
交
渉
で
は
、
安
全
衛

生
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い

な
い
職
場
実
態
、
ス
ト
レ
ス

の
原
因
が
仕
事
、
人
間
関

係
、
加
重
労
働
に
あ
る
こ

と
、
病
気
に
な
ら
な
い
予
防

措
置
の
充
実
、
休
職
復

帰
時
に
「
上
申
書
」
の

提
出
を
迫
り
職
員
を
追

い
込
ん
で
い
る
実
態
を

訴
え
、
不
当
な
「
通
産

規
定
」
や
根
拠
の
な
い

「
同
一
疾
病
区
分
」
を

追
及
し
、
制
度
改
悪
の

撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　

提
案
の
撤
回
と
職
場

環
境
の
整
備
、
長
時
間

過
密
労
働
の
解
消
等
を
求
め

る
府
労
組
連
に
対
し
、
当
局

は
疾
病
予
防
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
で
の
実
行
あ
る
施

策
を
何
ら
示
さ
な
い
ま
ま
、

あ
く
ま
で
提
案
に
固
執
す
る

不
当
な
態
度
に
終
始
し
ま
し

た
。

　

府
労
組
連
は
、
引
き
続

き
、
病
気
休
暇
や
休
職
制
度

の
改
善
を
要
求
す
る
と
と
も

に
、
長
時
間
過
密
労
働
の
解

消
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
充
実
な
ど
安
心
し
て
働
き

続
け
る
労
働
条
件
や
職
場
環

境
改
善
に
全
力
を
あ
げ
ま

す
。

憲法憲法はは国民の権利国民の権利のの体系であり体系であり
 公務員の義務 公務員の義務のの体系体系

憲法が生きる府政を憲法が生きる府政を

講
演
す
る
関
西
大
学
法
学
部
教
授　

吉
田
栄
司
さ
ん

１１８８
病
休･

休
職
制
度
改
悪
に
固
執
す
る
府
当
局

疾
病
の
予
防
措
置
充
実
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る

☀
♪
♩
センチュリー･ファンクラブセンチュリー･ファンクラブ
会員を募集中！会員を募集中！

　チケットの割引や特典がいろいろ
あります。
年会費2,000円、入会金1,000円

（2009年３月までの入会は入会金無料）

　３月３日（火）19時～　ザ・シンフ
ォニーホールで「頑張れ！センチュ
リーコンサート」が行われます。

入場料3,000円

署名付きのパンフを配布しています。
ご協力をよろしくお願いいたします。


